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ズ ーム ア ッ プ は6 ・8 ・10 ・1 ・3 月 発 行

今号の主な内容
2・3 面… 癬しん・飄しんの予

防接種が麌わります/
人材募集

4・5 面… 災害特集/ 東京芸術
センター龠議童變け
付け

6・7 面… 住民票は郵送・土曜
日でも受け取れます/
催し物

8面… 2006 年新たな「区の
顔」

早寝、早起きは三文の徳

元気の源は、

正しい生活リズム
お
正
月
に
夜
更
か
し
な
ど
を
し

て
、
ま
だ
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
人

間
の
体
は
「
体
内
時
計
」
を
持
っ

て
お
り

、
こ
の
時
計
が
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
生

体
リ
ズ
ム
を
整
え
て
い
ま
す
。「
体

内
時
計
」
の
1

日
は
2
5
時
間
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
毎
日
、
脳
が
朝

日
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
2
4時
間

に
修
正
し
て
い
ま
す
。

体
内
時
計
を
正
確
に
働
か
せ
る

た
め
に
も
、「
早
寝
、
早
起
き
」
の
生

活
リ
ズ
ム
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
は
、早
寝
派
?

夜
更
か
し
派
?

図『
-
は
、
区
内
在
住
者
の
3
歳
ま

で
の
子
ど
も
2
7人
が
モ
ニ
タ
ー
と
な

っ
た
「
活
動
量
調
査
結
果
」
で
す
。

早
寝
す
る
子
ど
も
と
、
夜
更
か
し
す

る
子
ど
も
で
は
、
昼
間
の
活
動
量
に

大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。
幼
児

期
の
脳
の
発
達
に
は
、
十
分
な
睡
眠

と
、
豊
富
な
活
動
量
が
必
要
で
す
。

昼
間
、
外
で
活
発
に
遊
ぶ
こ
と

で
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
量
が
増
え
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ

ン
は
脳
の
神
経
伝
達
物
質
で
、
心
と

体
の
平
常
状
態
を
作
る
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
最
近
の
「
キ
レ
る
」

子
ど
も
に
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
量

が
少
な
い
こ
と
が
原
因
の
1
つ
と
も

い
わ
れ
ま
す
。
現
代
っ
子
は
、
テ
レ

ビ
や
ゲ
ー
ム
、
ビ
デ
オ
な
ど
、
夜
更

か
し
の
誘
惑
が
多
い
環
境
に
い
ま

す
。
大
人
が
「
早
寝
、
早
起
き
」
の

習
慣
を
付
け
、
昼
間
、
脳
を
目
覚
め

さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

図1　 早寝派と夜更かし派の子どもの活動量調査結果比較

午後9 時までに就寝する子どもの1 日の様子と活動量

午後10 時以降に就寝する子どもの1 日の様子と活動量

子
育
て
も
「
早
寝
、

早
起
き
」
で
楽
し
く

子
育
て
に
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
が
「
寝
な
い
」

「
食
べ
な
い
」
な
ど
は
、
子
育
て
中

の
多
く
の
方
に
共
通
す
る
悩
み
で

す
。
子
育
て
を
し
て
い
る
中
で
、
悩

み
が
多
い
と
疲
れ
て
し
ま
い
、
子
育

て
が
辛
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

は
子
ど
も
に
「
早
寝
、
早
起
き
」
の

習
慣
を
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。子
ど

も
を
朝
早
く
起
こ
し
、
朝
の
光
を
浴

び
、「
体
内
時
計
」
を
リ
セ
ッ
ト
さ

せ
て
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
で
、「
食

事
」「
運
動
」「
睡
眠
」
と
い
う
流
れ

の
リ
ズ
ム
を
作
り
ま
す

。
リ
ズ
ム
が

で
き
る
と
「
ぐ
っ
す
り
寝
る
」
「
良

く
食
べ
る
」
子
育
て
し
や
す
い
子
ど

も
に
な
り
、
子
育
て
も
楽
し
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
学
齢
期
の
学
力
向
上

に
も
つ
な
が
る
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
「
早

寝
、早
起
き
」
は
効
果
的

区
で
行
っ
て
い
る
節
目
健
診
の
検

査
で
は
、
4
0歳
以
上
の
6
人
に
1
人

が
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
4
0歳
代
の
糖
尿

病
(
疑
い
を
含
む
)
の
方
が
、
1
2年

に
比
べ
1
6年
は
増
え
ま
し
た
。

朝
食
を
抜
い
た
り
、
夜
遅
く
食
事

を
し
た
り
す
る
と
、
血
液
中
の
ブ
ド

ウ
糖
の
量
(
血
糖
値
)
の
変
動
が
大

き
く
、
内
蔵
脂
肪
型
肥
満
に
つ
な
が

り
、
糖
尿
病
を
進
行
さ
せ
る
可
能
性

を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
肥
満
細
胞
は

血
圧
を
上
げ
た
り
、
動
脈
硬
化
を
進

め
る
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
と
も
い
わ

れ
、
ま
さ
に
生
活
習
慣
病
に
は
「
肥

満
大
敵
」
で
す
。

「
早
寝
、
早
起
き
」
の
生
活
に
よ

り
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
朝
食
か
ら
始

め
て
3
度
の
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
適
度
な
運

動
も
行
う
な
ど
、
糖
尿
病
の
予
防
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

実 行前

実行後

脳
の
運
動
で
不
眠
を

解
消
し
よ
う

「
眠
れ
な
い
」
と
い
う
悩
み
を
持

つ
高
齢
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
脳
と

体
を
適
度
に
活
動
さ
せ
る
と
、「
眠

れ
な
い
」
と
い
う
悩
み
も
解
消
さ

れ
、
認
知
症
の
予
防
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
高
齢
者
に
な
っ
て
も
「
早
寝
、

早
起
き
」
を
し
て
、
日
中
に
脳
を
活

動
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
疲
れ
た
脳
を
、
質
の
良
い
睡
眠

で
回
復
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、

高
齢
に
な
っ
て
も
社
会
的
な
役
割

や
、
好
奇
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を

心
掛
け
て
、
積
極
的
に
生
活
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
心
の
健
康

も
大
事
で
、
自
分
に
合
っ
た
何
ら
か

の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
付
け
て
。

「
自
分
ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
も
、

健
康
を
保
っ
て
い
く
秘
け
つ
で

す
。

実 行 前

実行後

問
先
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

「
早
寝
、早
起
き
」を
実
践
し
て
い
る
区
民
の
方
に
聞
き
ま
し
た

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、様

々
な
健
康
講
演
会
を
開
い
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
子
ど
も
の
発
育

に
関
す
る
講
演
会
を
受
講
し
た

山
城
美
奈
子
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

山
城
さ
ん
は
講
演
会
を
き
っ

か
け
に
、子
ど
も
の
生
活
を
「
早

寝
、
早
起
き
」
に
切
り
替
え
、
積

極
的
に
公
園
な
ど
で
の
外
遊
び

を
実
践
し
ま
し
た
。
「
最
近
は
、

な
る
べ
く
自
転
車
を
使
わ
ず
、歩

か
せ
て
い
ま
す
。子
ど
も
の
足
だ

と
時
間
が
掛
か
っ
た
り
す
る
ん

で
す
け
れ
ど
・
:」

そ
ん
な
工
夫
と
努
力
の
結
果
。

「
子
ど
も
た
ち
に
生
活
リ
ズ
ム

が
で
き
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
の
こ
と
。
山
城
さ
ん
自
身
も

「
早
寝
、
早
起
き
」
を
行
っ
た
結

果
、
「
夫
か
ら
『
最
近
、
顔
色
も

良
く
な
り
元
気
に
な
っ
た
ね
』
と

言
わ
れ
た
」
そ
う
で
す
。
そ
の
ほ

か
、
「
夜
食
も
や
め
ら
れ
、
思
わ

ぬ
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
が
あ
り
ま

し
た
」と
う
れ
し
い
オ
マ
ケ
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

早
寝
、
早
起
き
で
元
気
い
っ
ぱ
い

の
山
城
さ
ん
親
子

毎月第4 日曜日( 12 月は第3 日曜日) に区役所本庁舎の一部を休日開庁します。1 月の休日開庁日は22日です。
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

★
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
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揺
れ
る
思
春
期
　
～
か
ら
だ
と

こ
こ
ろ
の
成
長
を
支
え
る
～

(
2
日
制
)

日
時
1
2
月
1
0日
面
・
2
8日
収
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時

対
象
=
思
春

期
の
子
ど
も
の
保
護
者
・
関
係
機
関

内
容
等
=
▽
1
0日
・
:思
春
期
の
か
ら

だ
の
発
達
(
村
岡
光
恵
氏

〈
東
京
女

子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦

人
科
医
〉
)

▽
2
8日
…
思
春
期
の

こ
こ
ろ
の
発
達
(
田
村
毅
氏
〈
東
京

学
芸
大
学
精
神
科
医
〉
)
場
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係啻

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

女
性
の
た
め
の
健
康

づ
く
り
(
2
日
制
)

日
程
等
=
表
・
-
対
象
=
1
8
～
3
9
歳

の
女
性
区
民

内
容
u
血
液
検
査
/

歯
周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
/
骨
密
度

測
定
/
保
健
・
栄
養
・
歯
科
学
習
教

室

定
員
=
各
セ
ン
タ
ー
4
0人
(
先

着
順
)

申
込
n

電
話

申
・
問
先
=

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

表1　 女性のための健康づくり日程( 2 日制)

表2　 保健総合センター一覧 パ
パ
と
マ
マ
の
禁
煙
教
室

日
時
=
2

月
H

日
㈱

、
午
前
1
0
時
～

‥‥‥一
時
3
0
分

場
所
=

エ
ル

ー
ソ
フ
イ

ア

対
象

―
妊
娠
・
育
児
中
の
方
、

ぜ
ん
息
児
の
家
族

内
容
=

禁
煙
に

つ
い
て
の
講
義
/

参
加
者
の
意
見
交

換
ほ
か

講
師
=

中
村
靖
氏
(

順
天

堂
大
学
練
馬
病
院
産
婦
人
科
講
師
)

定
員
=
2
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

※
保
育
あ
り
(

予
約
制
)

甲
・
問
先
U

公
害
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

食
と
健
康
教
室
「
じ
ょ
う
ぶ

な
骨
で
か
ら
だ
い
き
い
き
」

(
2
日
制
)

日
時
=
1
月
1
7
日
㈹
・
3
1
日
㈹
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
n

▽
1
日
目
・
:健
康
で
丈
夫
な
骨
を
つ

く
る
食
生
活

▽
2
日
目
・
:元
気
な

骨
を
つ
く
る
体
操

申
込
u
電
話

定
員
=
2
5人
(
先
着
順
)

場
・
申
・

問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保

健
栄
養

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

血
液
す
っ
き
り
サ
ラ

サ
ラ
教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
1
月
2
3
日
㈲
・
3
0
日
側
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=

▽
1
日
目
・
:生
活
習
慣
病
と
血
液
の

関
係
/
血
管
を
元
気
に
す
る
食
事
/

囗
の
健
康
ほ
か

▽
2
日
目
…
運
動

で
サ
ラ
サ
ラ
な
血
液
ほ
か

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
が
変
わ
り
ま
す

単
独
ワ
ク
チ
ン
の
麻
し
ん
・
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
の
は
3

月
3
1日
ま
で
で
す
。
以
後
の
単
独

ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種
で
す
。
4
月
1

日
か
ら
は
、
国
の
制
度
改
正
で
麻

し
ん
・
風
し
ん
(
M
R
)
混
合
ワ
ク

チ
ン
の
2
回
接
種
に
な
り
ま
す
。
新

制
度
の
対
象
者
は
表
3
と
表
4
で

す
。現

在
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
い
ず

れ
か
が
未
接
種
の
子
ど
も
は
、
麻
し

ん
・
風
し
ん
(
M
R
)
混
合
ワ
ク
チ

ン
は
接
種
で
き
な
い
の
で
、
3
月
3
1

日
ま
で
に
残
り
の
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
1
8年
4
月
1
日
以
降
に
2

歳
を
越
え
る
、
両
方
接
種
し
て
い

な
い
子
ど
も
も
両
方
接
種
し
ま
し
よ

両
方
接
種
し
て
い
な
い
場
合
、
新

制
度
の
対
象
者
で
あ
れ
ば
、
麻
し

ん
・
風
し
ん
(
M
R
)
混
合
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
で
き
ま
す
。
問
先
=
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)
、
ま
た

は
健
康
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

表3　 麻しん・風しんの予防接種改正ポイント

表4　 混合ワクチンの法定接種対象者( 18年4 月1 日以降)

※ ○ …混合ワクチン接種可 × … 混合ワクチン接種不可

お
母
さ
ん
の
た
め
の
講
演
会

～
育
児
期
の
月
経
前
症
候
群
～

日
時
?

正
午

対
象
=
月
経
前
に
な
る
と
イ

ラ
イ
ラ
し
て
子
ど
も
に
あ
た
っ
て
し

ま
う
、
手
を
あ
げ
て
し
ま
う
方

内

容
U
月
経
前
症
候
群
(
P
M
S
)

の

理
解
と
過
ご
し
方

講
師
―
茅
島
江

子
氏
(
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
看
護

学
科
教
授
)

定
員
=
3
0
人
(
先
着

順
)

※
保
育
あ
り

。
希
望
者
は
申
し

込
み
時
に
予
約

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

歯
周
病
予
防
教
室
「
ピ
ン
ク
の

歯
肉
で
い
よ
う
　
口
か
ら
健

康
が
見
え
て
く
る
」
(
2
日
制
)

日
程
等
=
表
5

定
員
=
3
5人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯

科
保
健
係啻

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表5　 歯周病予防教室日程等( 2 日制)

※ いずれも水曜日、時間は午後1時30分～3時　
30分
※ 2 日目の教材はセン ターで用意します

(親
)医
療
証
は
届
き
ま
し
た
か

1
月
以
降
使
用
分
の
図
(
ひ
と
り

親
家
庭
等
)
医
療
証
と
、
所
得
超
過

な
ど
で
対
象
か
ら
は
ず
れ
た
方
へ
の

通
知
を
、
1
7年
1
2月
2
6日
に
発
送
し

ま
し
た
。⑩
医
療
証
は
健
康
保
険
証

と
一
緒
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
年
度
の
所
得

状
況
に
よ
り
、
助
成
内
容
が
変
更
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
問
先
H
家
庭
支
援

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の

老
人
保
健

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
は
加
害
者

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

老
人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
す
ぐ
警
察

に
届
け
る
と
同
時
に
、区
役
所
に
も

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
交

通
事
故
の
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受

け
取
っ
た
場
合
、
老
人
保
健
で
の
治

療
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
加
害
者
と
の
話
し
合
い
で

示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
そ
の
取

り
決
め
の
内
容
が
優
先
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
、
加
害
者
に
請
求
で
き

な
く
な
り
ま
す
。示
談
を
結
ぶ
前

に
、
必
ず
区
の
担
当
窓
口
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
=
老
人

保
健
で
治
療
を
受
け
る
と
、
区
が
医

療
機
関
へ
医
療
費
を
支
払
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
区
が
一
時
立
て
替
え
て
支

払
う
も
の
で
、
後
日
、
被
害
者
に
代

わ
っ
て
、
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

申
込
H
次
の
も
の
を
持
参
・
:
所
定
の

傷
病
届
な
ど
/
警
察
が
発
行
す
る
交

通
事
故
証
明
書
/
健
康
保
険
証
/
老

人
保
健
医
療
受
給
者
証
/

印
鑑

申
・
問
先
=
高
齢
医
療
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

介
護
保
険
料
の
還
付
で
請

求
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

6
5歳
以
上
の
方
で
転
出
や
死
亡
な

ど
に
よ
り
、
足
立
区
の
介
護
保
険
の

資
格
が
無
く
な
っ
た
方
に
納
め
過
ぎ

の
介
護
保
険
料
が
あ
る
場
合
は
、
通

知
し
ま
す
。

請
求
の
期
限
は
2
年
間
で
す
。
請

求
か
ら
I
～
2
ヵ
月
後
に
指
定
の
口

座
に
振
込
み
ま
す
。
問
先
=
介
護

保
険
課
収
納
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

歯
周
病
健
診

1
年
度
に
I
回
の
み
、
受
診
で
き

ま
す
。

・
年
度
末
年
齢
2
0
8
3
9
歳
の
区
民

日
時
=
2
月
1
日
㈲
※
受
け
付
け

は
、
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

内
容
=
歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
・

相
談
/
歯
問
ブ
ラ
シ
・
糸
付
き
よ
う

じ
な
ど
の
補
助
用
具
を
使
っ
た
実
習

定
員
=
3
5人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保

健
係

酋
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

・
年
度
末
年
齢
4
0
8
7
0歳の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
=
千
人
(
先

着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

※
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I
　
　
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

銭
湯
へ
行
こ
う
　
～
り
ん
ご
湯
～

日
程
=
1
月
2
9日
皹

場
所
=
区
内

の
銭
湯

費
用
=
▽
6
5歳
以
…
2
0
0
円

▽
小
学
生
:
5
0円

申
込
=
当
日
、

番
台
や
フ
ロ
ン
ト
で
年
齢
を
告
げ
て

く
だ
さ
い
(
証
明
書
は
不
要
)

問

先
=
衛
生
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
6

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
込

―
電
話
(
先
着
順
)

表6　 アレルギー予防教室日時等

竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の

階
段
(
天
井
)
工
事
を
行
い
ま
す

施
設
検
査
の
結
果
、
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
吹
き
付
け
材
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
囲
い
込
み
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
も
通
常
ど
お
り
開
館

し
ま
す
が
、
階
段
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
た
は
非

常
階
段
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
な
お
、
室
内
空
気
中
検

査
の
結
果
は
基
準
値
以
内
で
あ
り
、

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
期

間
=
2
月
1
8
日
～
3
月
2
日
、
い
ず

れ
も
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
3
0

分

問
先
=
学
校
地
域
連
携
課
学
習

施
設
調
整啻

(
3
8
8
0
)
5
4
6
7

◎ おわびと訂正17 年12月25日号1 面の「構造計算書偽装に関する区内物件」の表1 に誤りがありました。おわびして訂正します。
【正】「グランドステージ竹ノ塚」の現況…杭工事完了、「グランドステージ北千住」の現況… 更地 《建築審査課》
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講
演
会
「
子
育
て
論
に
ま

ど
わ
さ
れ
な
い
で
」

日
時
=
2
月
3
日
面
、
午
後
7
時
～
9

時

対
象
=
子
育
て
中
の
父

母
、
子
育
て
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
方

内
容
=
子
育
て
に
不

安
が
あ
る
方
向
け
の
講
演

講

師
=
青
木
悦
氏
(
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
)

定
員
U
6
0人
(
先
着
順
)

※
保
育
あ
り
。
保
育
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
西
部
児
童
館

啻
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

足
立
子
ど
も
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
=
2
月
4
日
倒
、
午
後
1
時
～
5

時

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

内

容
=
(
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
え
る
講

演
と
分
科
会

定
員
=
3
0
0
人
(
先
着

順
)

申
込
H
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
H
学
校
地
域
連
携
課
社
会
教
育

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
8

子
ど
も
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

～
ハ
ー
ト
フ
ル
メ
ッ
トT

O
K
Y
O
～

都
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
で
は
、
子
ど
も
を
自
転
車
の
補

助
い
す
に
乗
せ
る
こ
と
に
、
約
9
割

の
保
護
者
が
危
険
を
感
じ
て
お
り
、

約
半
数
の
人
が
子
ど
も
を
乗
せ
た
ま

ま
転
倒
し
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

ケ
ガ
を
し
た
子
ど
も
の
約
5
割
は
頭

部
の
ケ
ガ
で
し
た
。

な
お
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
た

際
、
約
8
割
が
安
心
感
を
持
ち
、
約
6

割
が
転
倒
な
ど
に
気
を
付
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

事
故
や
子
ど
も
の
ケ
ガ
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
り
安
全
運
転
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
子
ど
も
を
補
助
い
す
に
乗
せ
た
ま

ま
自
転
車
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い

▽
子
ど
も
を
、「
乗
せ
る
の
最
後
」

「
降
ろ
す
の
は
最
初
」
に
し
ま
し

▽
転
倒
時
の
頭
部
へ
の
衝
撃
を
和
ら

げ
る
た
め
、
子
ど
も
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
せ
ま
し
ょ
う

問
先
=
交
通
安
全
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

老
齢
基
礎
年
金
「
裁
定

請
求
書
」
の
事
前
送
付

が
始
ま
り
ま
し
た

社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
6
0歳
に
達
す
る
3

ヵ
月
前
に

「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
(
(

ガ
キ
)
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
が
請
求
で

き
る
方
に
は
、
6
5歳
に
達
す
る
3
ヵ

月
前
に
「
裁
定
請
求
書
」
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
裁
定
請
求
書
が
送
ら
れ

た
方
は
、
6
5歳
請
求
と
し
て
誕
生
日

の
前
日
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
請
求

で
き
ま
す
。

(
ガ
キ
と
裁
定
請
求
書
は
再
送
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
住
所
変
更
な
ど
を

し
た
場
合
に
は
、
社
会
保
険
事
務
所

に
も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
―
足
立
社
会
保
険
事
務
所

啻
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

啻
0
5
7
0
(
0
5
)
1
1
6
5

区
・
年
金
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

生
き
が
い
奨
励
金
申
出
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

対
象
-
1
7
年
8

月
1

日
現
在

、
区
内

在
住
で
7
0
歳
以
上
(

昭
和
H
一
年
4

月
1

日
以
前
生
ま
れ
)

の
方
の
う
ち

、

生
き
が
い
奨
励
金
申
出
書
(

該
当
者

に
は
1
7
年
8

月
中
旬
発
送
済
)

を
ま

だ
提
出
し
て
い
な
い
方

期
限
=
2

月
1
5
日
必
着

※
す
で
に
申
出
書
を

提
出
し
た
方
に
は

、
1
7
年
一
1
1
一
月
上
旬

に
生
き
が
い
奨
励
金
(
区
内
共
通
商

品
券
)

を
発
送
し
ま
し
た
。
届
い
て

い
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
=

学
校
地
域
連
携

課
推
進
係啻

(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

人
権

と

同
和

問

題

の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重

2
1世
紀
は
、「
人
権
の
世
紀
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
2
0世
紀
、
人
類

は
2
度
に
わ
た
り
世
界
大
戦
を
経
験

し
ま
し
た
。
多
く
の
尊
い
生
命
を
奪

い
悲
劇
と
破
壊
を
も
た
ら
し
た
反
省

か
ら
、
第
二
次
大
戦
後
、
世
界
の
人

々
の
間
に
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
求

め
る
動
き
が
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
1
9
4
8

年
(
昭
和
2
3

年
)
1
2月
1
0日
、国
際
連
合
は
「
す

べ
て
の
人
間
は
、生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、か
つ
尊
厳
と
権
利
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
」
と
う
た
っ
た
世
界
人

権
官一
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9
9
5

年
(
平
成
7
年
)
か
ら
2
0
0
4

年
の
1
0年
間
を
「
人
権
教
育
の
た

め
の
国
連
1
0年
」と
位
置
付
け
、各
国

に
国
内
行
動
計
画
を
定
め
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
日
本
も
、
1
9
9
7

年
(
平
成
9
年
)
に
女
性
、
子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
同
和
問

題
・
ア
イ
ヌ
の
人
々
、
外
国
人
、
H

I
V
感
染
者
、
刑
を
終
え
て
出
所
し

た
人
な
ど
の
人
権
問
題
を
重
要
課
題

と
位
置
付
け
た
国
内
行
動
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
目
標
を
達

成
し
、
す
べ
て
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
を
正
確
に

理
解
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。ま

た
、「
人
権
教
育
及
び
啓
発
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ

れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
基
本
計
画
」

に
よ
り
国
や
自
治
体
に
お
い
て
積
極

的
に
人
権
教
育
・
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

人

材

募

集

注
意
点
…
申
込
書
な
ど
を
持
参
す
る
場
合
は
、
土
・
日
・
祝
日
は
除

き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
H
J
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
専
門
非
常
勤
職
員

対
象
n
心
理
学
を
専
攻
し
、
修
了
し

た
後
、
相
談
関
係
の
職
歴
が
あ
る

方
、
ま
た
は
臨
床
心
理
士
あ
る
い
は

保
健
師
な
ど
の
有
資
格
有
者
勤
務

内
容
-
1
8
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
家
庭

に
関
す
る
相
談
お
よ
び
援
助
勤
務

条
件
H
週
3
0
時
間
※
有
給
休
暇
、

社
会
保
険
あ
り
雇
用
期
間
=
4
月

1
日
～
1
9
年
3
月
3
1
日
採
用
予
定

日
H
4
月
1
日

※
更
新
の
場
合
あ

り
(
原
則
最
長
5
年
)

募
集
人
員
=

若
干
名

選
考
=
書
類
審
査
お
よ

び
面
接

※
面
接
日
時
は
後
日
通

知
。
2
月
中
旬
予
定

申
込
=
履
歴

書
、
作
文
(
課
題
「
応
募
の
動
機

〈
あ
な
た
の
活
か
し
た
い
能
力
や
経

験
〉」
8
0
0字
程
度
)
を
持
参
ま
た
は

郵
送

※
応
募
書
類
作
文
は
返
却
し

ま
せ
ん

期
限
=
2
月
3
日
(
郵
送

は
消
印
有
効
)

申
・
問
先
=
こ
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
0・0
0
0
4

東
綾
瀬
1
-
5
-
1
7

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

足
立
区
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

対
象
U
教
育
相
談
な
ど
に
関
係
す
る

職
歴
、
ま
た
は
実
習
歴
の
あ
る
臨
床

心
理
士
有
資
格
者
勤
務
内
容
=
区

立
小
学
校
で
、
児
童
・
生
徒
お
よ
び

保
護
者
対
象
の
教
育
相
談
、
教
員
へ

の
助
言
・
援
助
な
ど
勤
務
条
件
H

雇
用
期
間
中
、
3
0～
4
0
日
。
原
則
と

し
て
8
時
間
勤
務
。
4
0
日
勤
務
の
場

合
は
、
2
校
で
各
2
0
日
担
当
-
雇
用

期
間
=
4
月
1
日～
1
9
年
3
月
3
1
日

※
勤
務
日
は
指
定
。
更
新
の
場
合
あ

り

報
酬
=
時
給
5
千
5
0
0円

※
交

通
費
別
途
支
給

募
集
人
数
=
若
干

名

選
考
=

▽
1
次
…
小
論
文
・
書

類
審
査

▽
2
次
・
:面
接

※
1
次

合
格
者
の
み
。
面
接
は
2
月
1
7日
を

予
定
申
込
1
次
の
書
類
を
郵
送
ま

た
は
持
参
…
履
歴
書
(
市
販
可
。
写

真
貼
付
。
職
歴
・
実
習
歴
な
ど
を
記

入
)
/
臨
床
心
理
士
資
格
証
明
書
の

写
し
/
小
論
文
「
公
立
小
学
校
に
お

け
る
ス
で
・
-
・
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役

割
」
(
市
販
原
稿
用
紙
で
千
2
0
0
字
程

度
)
※
小
論
文
に
は
氏
名
は
記
入

し
な
い
こ
と
。
提
出
さ
れ
た
応
募
書

類
な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
期
間
=

1
月
1
0
日
～
2
月
2
日
(
必
着
)

申
・
問
先
=
教
育
相
談
係

〒
1
2
1・0
8
1
3

竹
の
塚
2
-
2
5
1
2
1

啻
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

納
税
事
務
補
佐
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
区
内
ま
た
は
そ
の
近
郊
に
住

所
を
有
す
る
方
勤
務
内
容
=
窓
口

で
の
税
の
現
金
領
収
、
相
談
受
付
・

案
内
ほ
か
勤
務
条
件
=
2
週
間
で

6
0
時
間
(
週
4
日
勤
務
)
報
酬
U

月
額
1
4
万
3
千
円
募
集
人
数
U
l

人
雇
用
期
間
=
4
月
1
日
～
1
9
年

3
月
3
1日

選
考
=

▽
1
次
…
書
類

審
査
お
よ
び
作
文

▽
2
次
…
面
接

(
2
月
2
3日
予
定
、
該
当
者
に
は
後

日
連
絡
)

作
文
「
税
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
原
稿
用
紙
2

枚
程
度

申
込
U
履
歴
書
(
写
真

貼
付
)
と
作
文
を
持
参
ま
た
は
郵
送

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

期

限
1
1

月
2
3日
(
郵
送
は
消
印
有

効
)

申
・
問
先
=
納
税
計
画
係

〒
1
2
0・0
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

障
害
が
あ
る
子
ど
も
の

支
援
を
し
ま
せ
ん
か

・
特
別
支
援
教
育
モ
デ
ル
事
業
の
学

習
支
援
講
師
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
H
小
・
中
学
校
の
教
員
免
許
状

を
保
有
し
、
障
害
児
教
育
に
か
か
わ

る
意
欲
の
あ
る
方

勤
務
内
容
H

小
・
中
学
校
の
特
別
な
配
慮
を
要
す

る
児
童
・
生
徒
へ
の
学
習
支
援

勤

務
時
間
=
週
1
6時
間
以
下

報
酬
=

時
給
2
千
5
0
0円

・
就
学
相
談
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
小
・
中
学
校
の
教
員
免
許
状

を
保
有
、
ま
た
は
心
理
学
な
ど
の
学

科
を
履
修
し
、
障
害
児
教
育
に
関
す

る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
方

勤
務

内
容
=
小
・
中
学
校
の
特
別
な
配
慮

を
要
す
る
児
童
・
生
徒
の
教
育
に
関

す
る
相
談
お
よ
び
事
務

勤
務
時
間
=

週
3
0時
間
勤
務

報
酬
=
月
額
2
2

万
円

-

い
ず
れ
も
I

雇
用
期
間
=
1
年
以
内
(
勤
務
成
績

に
よ
り
更
新
の
場
合
あ
り
)

採
用

予
定
日
=
4

月
1
日

勤
務
条
件
=

年
次
有
給
休
暇
あ
り

募
集
人
員
=

若
千
名

申
込
=

履
歴
書
(
写
真

貼
付
)
、
資
格
証
明
書
の
写
し
、
障

害
児
教
育
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
8
0
0

字
以
内
に
ま
と
め
た
も
の
を
持
参

ま
た
は
郵
送

選
考
=
書
類
審
査
お

よ
び
面
接

期
限
1
2

月
1
0日
(
郵

送
は
必
着
)

申
・
問
先
=
学
務
課

特
別
支
援
教
育
対
策

〒
1
2
1・0
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
2
0

区
都
市
景
観
審
議
会
公
募
委
員

対
象
=
満
2
0歳
以
上
の
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
で
、
年
2
回
程
度

(平
日
午
後
を
予
定
)
開
か
れ
る
会

議
に
出
席
で
き
る
方

内
容
=
個
性

あ
る
美
し
い
都
市
景
観
の
形
成
を
進

め
て
い
く
た
め
に
基
本
と
な
る
方
針

な
ど
を
審
議

募
集
人
員
=
3

人

(
選
考
)

申
・
問
先
=
都
市
計
画

課
事
業
推
進
係

施
設
再
配
置
審
議
会
委
員

対
象
n
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

区
政
に
関
心
の
あ
る
2
0歳
以
上
の
方

内
容
=
足
立
区
基
本
計
画
に
基
づ

き
、区
が
施
設
再
配
置
を
行
う
上
で

の
課
題
や
新
た
な
施
設
の
態
様
な
ど

を
審
議
※
基
本
計
画
は
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、区
立
図
書
館
、区
政
情

報
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
期
間
=
3

月
上
旬
～
9
月
上
旬
※
全
6
回
程

度
報
酬
=
1
回
7
千
円
定
員
=

3
人
以
内
(
選
考
)
申
込
=
「区

の
施
設
配
置
の
あ
り
方
」に
つ
い
て

4
0
0
～
8
0
0
字
(
書
式
自
由
)
に
ま
と
め
、

住

所

、

氏

名
(

フ

リ

ガ

ナ
)

、
年

齢

、

性

別

、
電

話

番

号

を

明

記

し

、
郵

送
・
E

メ

ー

ル

・
ま

た

は

持

参

期

限
=
1

月
3
0

日
(

必

着
)

申

・
問

先
=

政

策

課

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中

央

本

町
I
-
1
7
-
1啻

(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

1
2
j
s
e
i
s
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

毛
長
川
流
域
連
絡
会
委
員

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
年
2
回
程
度
(
平
日
昼
間
)

開
か
れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

内
容
=
区
と
埼
玉
県
の
都
県
境
付
近

を
流
れ
る
毛
長
川
の
整
備
、
管
理
な

ど
に
つ
い
て
、
区
民
や
団
体
と
共
に

考
え
る

期
間
=
3

月
か
ら
約
2
年

間

募
集
人
数
U
2

人
(
選
考
)

※
無
報
酬

選
考
U
書
類
審
査

申

込
=
住
所
(
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤

務
先
・
学
校
の
名
称
・
住
所
)
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、

作
文
「
毛
氈
川
に
つ
い
て
思
う
こ

と
」
(
A
4
の
用
紙
に
8
0
0字
程
度
)

を
記
入
し
、
郵
送

※
結
果
は
2
月

下
旬
に
通
知

期
限
=
1
月
3
1日
消

印
有
効

申
先
U
都
・
第
六
建
設
事

務
所
工
事
課
「
毛
氈
川
流
域
連
絡
会

事
務
局
」
〒
1
2
0・0
0
2
5

千
住

東
2
-
1
0
-
1
0
問
先
=
都
・
第
六

建
設
事
務
所
工
事
課

啻
(
3
8
8
2
)
4
0
8
4

区
・
計
画
調
整
課
計
画

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
0
4
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命
を守る 、

日 ご

ろ の 備え
昨年7 月に起きた千葉県北西部地震では、区内の

ー部で震度5 強を記録しました。首都・東京を、い
つ大地震が襲っても不思議ではありません。大切な
命や、財産を守るために、日ごろの備えと心構えを
しておきましょう。

お問い合わせは、災害対策係 　3880- 5836

確
認
し
よ
う
　
住
宅
の
耐
震
度

地
震
で
家
屋
が
倒
壊
す
る
と
、
多

数
の
死
傷
者
を
出
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
規
模
や
形
態
、
築
年
数
な

ど
、
建
物
の
状
況
を
把
握
し
て
、
修

理
や
補
強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

昨
年
の
千
葉
県
北
西
部
地
震
の
際

に
は
、区
内
で
も
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
崩

れ
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
以
外

で
も
、
危
険
箇
所
の
確
認
と
補
強
が

必
要
で
す
。

地
震
は
大
切
な
命
と
財
産
を
一
瞬

で
奪
い
去
り
ま
す
(
写
真
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
様
子
)

耐
震
診
断
費
用
の
助
成

区
で
は
、
耐
震
診
断
を
行
う
場

合
、
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
助
成
限
度
額
‥
▽
戸
建
住
宅

・
:
5
万
円

▽
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
・
:
2
0

万
円

※
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

建
築
時
期
を
問
わ
ず
、
第
2
次
診
断

法
に
よ
る
耐
震
診
断
を
行
う
場
合
、
1
9

年
3
月
3
1日
ま
で
は
、
診
断
費
用

の
半
分
(
限
度
額
1
0
0万
円
)
を
助
成

申
・
問
先
=
住
宅
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
Q
)

今
す
ぐ
準
備

家
庭
備
蓄
・
非
常
持
ち
出
し
袋

最
低
3
日
分
の
水
(
I

人
1
日
3

玉

や
食
糧
を
家
庭
内
に
備
蓄
し
て

お
く
ほ
か
、
生
活
用
水
・
消
火
用
水

と
し
て
使
え
る
よ
う
、
水
を
く
み
置

き
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備

も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
(
図
1
-
)
。

食
糧
、
日
用
品
な
ど
以
外
に
も
、
薬

や
眼
鏡
、
人
れ
歯
な
ど
、
自
分
専
用

の
物
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
防
災
用
品
購
入
の
あ
っ
せ
ん

災
害
時
や
火
災
へ
の
備
え
と
し

て
、
区
で
は
、
葛
飾
福
祉
工
場
と
協

定
を
結
び
、
各
家
庭
で
防
災
用
品
を

準
備

で
き

る

よ
う

、
あ

っ
せ

ん
を
し

て

い

ま

す

。

申
込
H

あ

っ
せ

ん
チ

ラ

シ
の
中

か
ら
商

品

を
選

び

、
(

ガ

キ
ま

た
は

フ

ァ
ク

ス
で
注

文

※
配

送

先

は

区

内

限

定

。
代

金

引

き

換

え

。
あ

っ
せ

ん
チ
ラ

シ
は

、
区

民
事

務
所

・
災

害
対
策

課

で
配
付

。
区

の

ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧

に
な

れ
ま

す

申

・
問

先
=

災

害
対
策

課

施
設

管

理

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
7

圃
h
t
t
p
:
/
y
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/

家
具
が
あ
な
た
を
襲
う

室
内
で
も
油
断
は
禁
物

過
去
の
地
震
で
は
、
室
内
に
お
い

て
も
、
倒
れ
て
き
た
家
具
や
落
ド
し

て
き
た
物
、
飛
び
散
っ
た
ガ
ラ
ス
で

け
が
を
し
た
方
が
多
数
い
ま
し
た
。

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け

る
死
亡
者
の
8
割
以
上
は
、
建
物
の

倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る
も
の
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
は
、
ま
ず
自
宅
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
家
具
転
倒
防
止
(
図
2
)

や
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
、
危
険
物

の
落
下
対
策
が
効
果
的
で
す
。

・
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す

足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
(
有

料
)
。
器
具
は
各
自
で
用
意
す
る
か
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
用
意
す

る
器
具
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
申
・
問
先
―
卸
足
立
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
5
5
)
3
3
2
2

図2　 家具転倒防止器具

家
具
を
固
定
し
て
、
身
の
安

全
を
守
り
ま
し
ょ
う

図1

備えておこう　非常持ち出し袋

家
族
防
災
会
議
の
ス
ス
メ

地
震
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
家
族
と
離
れ
て
い
る
と
き
に

被
災
し
た
ら
ど
う
す
る
か
、
定
期
的

に
家
族
防
災
会
議
を
行
い
、
し
っ
か

り
と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
自
分
が
避
難
す
る
よ
う

に
指
定
さ
れ
て
い
る
広
域
避
難
場
所

や
避
難
所
、
ま
た
、
職
場
や
学
校
な

ど
、
日
中
生
活
す
る
場
所
か
ら
、
災

害
時
に
自
宅
ま
で
歩
い
て
帰
る
道
順

な
ど
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

情
報
網
を
生
か
し
た
災
害
対
策

・
安
全
・
安
心
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

区
は
、
災
害
時
に
お
け
る
災
害
情

報
の
放
送
に
関
す
る
協
定
を
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
足
立
と
結
び
ま
し
た
。
こ

の
協
定
に
よ
り
、
有
事
の
際
、
区
役

所
内
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
災
害
な
ど
の

最
新
情
報
を
、
あ
だ
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
情
報
提
供
の
場
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
現
在
放

送
中
の
「
足
立
情
報
タ
イ
ム
5
3
0」
の

中
で
「
安
全
・
安
心
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
地
域
の
方
や
情
報
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
問
先
=
危
機
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
8

・
I
T

を
活
用
し
た
防
災
訓
練

日
時
=
1
月
1
7
日
内
、
午
前
9
時
3
0

分
～
正
午
場
所
=
足
立
区
を
含
む

荒
川
下
流
域
沿
川
地
域

内
容
I
I
T
(

情
報
技
術
)
を
活
用
し
た
広
域

的
な
防
災
訓
練

問
先
U
災
害
対
策

課
施
設
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
7

「
安
全
・
安
心
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

は
区
役
所
か
ら
生
中
継
。
第
1
回

目
は
鈴
木
区
長
が
出
演
し
ま
し
た

覚えておきたい 災害時に役立つ情報
復帰は、あなたの手で

ガスメー夕ーの復帰操作方法
地震が発生したとき、都市ガス・プロパンガスは、

自動的に止まりますが、復帰は各自で行ってくださ
い。ガスメーターの復帰操作方法は以下の手順で
す。ただし、ガス臭い場合は、操作せずに、至急、
ガス会社に連絡してください。

( 1) す べ て の

ガ ス 器 具

を止める。
ガ ス の元
栓 は 閉 め

る。 ※ メ
ータ 一 の
ガ ス 栓 は
閉めない

( 2) メータ一左上
の復帰ボタン
の黒いキャッ

プを外す。
※ 写真のボタ
ンの位置は一

般的なタイプ
の場合です

( 3) 復帰ボタ
ンを奥ま
でしっか
り押し込
んで、指
を 離 す
( キャッ
プ を 戻
す) 。

( 4)
約3 分間待つ。

赤ランプの点滅

が消えれば、使

用可 能で す。

※ プロパンガス

の場合、赤ラン

プではなく、液

晶画面での表示

の場合もあり

聞き逃した放送をもう一度
防災行政無線放送テレホンサービス

災害発生時などの情報伝達手段として、防災行政
無線放送( 夕焼け放送) を行っていますが、暴風雨
音などにより、放送内容が聞き取りづらい状況が発
生しています。
! 7年4 月から「防災行政無線放送電話自動応答シ
ステム」を導入し、指定番号に電話することによっ
て、直前に放送した内容が確認できるようになりま
した。 ※ ただし、利用には通話料が掛かります
テレホンサービス番号03880 ―5487

安否情報を携帯電話で確認

携帯電話災害用伝言板
「無事です」「被害があります」など、状態の選択
のほか、100文字のコメントが入力できます( 写真参
照) 。登録から72時間保存され、1 つの電話番号に
つき10件まで安否情報登録をすることが可能です。
安否情報の登録を自動送信メールで知らせることも
可能です。 ※ 加入電話会社により、利用方法は多
少異なります。通常、災害
時のみ利用可能ですが、1
月を除く毎月1日と「防災
ボランティア週間」( 1月15
日～21日)に体験利用でき
ます( ただし、利用には通
信料が掛 かります) 。くわし
くは、加入している携帯電
話会社 にお問い合わせくだ
さい

携帯電話の普及に伴い、
利用が増えています。皆

さんも、いざというときのために。ぜひ体験利用
してみましょう

覚え方は、忘れて「171」

災害時伝言ダイヤル( 171)

災害時伝言ダイヤルとは、大災害発生時には安否
確認などで電話がつながりにくい状況が続くため、NTT

が行っている被災地域内やその他の地域の方
との「声の伝言板」です。
・ まずは171をダイヤル
「171」をダイヤル後、音声案内に従い、伝言を録
音・再生してください。このサービスは、携帯電
話・PHS からも利用できます( 一部事業者を除
く) 。伝言は一件あたり30秒以内で、録音後48時間
保存されます。

考えてみませんか
災 害 時 の ペ ッ 卜 に つ い て

防災講演会　あなたならどうする

～ペットと安心して避難する
ために　災害時の感染症、人
獣共通感染症を含めて～

日時=1月29日(日) 、午後1時30分～4時場所
= 区役所庁舎ホール 内容= 近年、災害時のペ
ットの扱いが問題になっています。ペットを飼
っている人、飼っていない人に関わらず、被災
された方の健康と被災動物に対しての支援に関
する講演です 講師= 荒島康友氏( 東京都獣医
師会感染症予防対策審議委員会委員) 定員=400
人( 当日先着順) 費用= 無料 申込= 当日

直接 会場へ 問先= 災害対策係a3880 ―5836

一
口
メ
モ

知
っ
て
い
ま
す
か

ト
リ
ア
ー
ジ

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
病
気
や
ケ
ガ

の
緊
急
度
や
重
傷
度
を
判
定
し
て
、

治
療
や
搬
送
の
優
先
順
位
を
決
め
る

こ
と
で
す
。

災
害
時
は
、
短
時
間
に
傷
病
者
が

多
数
発
生
す
る
特
殊
な
状
況
下
に
置

か
れ
ま
す
。
限
ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ

フ
、
医
薬
品
な
ど
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
よ
り
多
く
の
傷
病
者
の
治
療

を
可
能
に
す
る
た
め
、
緊
急
性
の
高

い
方
か
ら
治
療
や
医
療
機
関
へ
の
搬

送
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「地域復興まちづくり訓練」

を行っています

大地震などにより被災したまちの復興
には、区民、事業者、NPO など、地域

の皆さんの理解と協力が不可欠です。
区では、13年度に震災復興対策関連の

条例を制定するとともに、「足立区都市復
興マニュアル」を策定し、都市復興の模
擬訓練を行っています。

大地震は、いつ起こるかわかりません。
被災後の円滑かつ、じん速な都市復興の

ため、地区の避難所運営会議と連携した、
「地域復興まちづくり訓練」を行ってい

ます。くわしくはお問い合わせください。
問先= 都市計画課事業推進係

S3880 ―5111代

参
加
し
よ
う
　
N
P
O
講
座

見
た
い
・
聞
き
た
い
・
N
P
O

～
あ
な
た
の
疑
問
に
答
え
ま
す
～

日
時
1
1
月
2
8日
出
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時

場
所
=
舎
人
地
域
学
習

セ
ン
タ
ー

内
容
=
「
N
P
O
と
は

何
」
と
い
っ
た
、
N
P
O
に
関
す
る

基
礎
的
な
内
容
の
講
義

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

シ
ニ
ア
の
た
め
の
N
P
O

起
業

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
(
3
日
制
)

日
時
=
▽
1
月
2
9日
・
2
月
5
日
、

午
前
1
0時
～
午
後
5
時

▽
2
月
1
2

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
1
時

※
い

ず
れ
も
日
曜
日

場
所
=
N
P
O
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
(
2
月
1
2日
は
区

役
所
)

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤

の
5
0歳
以
上
の
方

内
容
=
事
業
型
N
P
O

の
起
業
に
関
す
る
基
礎

講

師
―
福
島
達
也
氏
(
N
P
O
法
人
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
団
理
事
長
)

定
員
H
3
0人
(
先
着
順
)

あ
だ
ち
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
=
2
月
4
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0分

場
所
―
学
び
ピ
ア
2
1

内
容
=
地
域
の
利
益
に
つ
な
が

る
よ
う
な
公
共
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
の
事

例
を
と
お
し
て
の
意
見
交
換
/
提
案

型
協
働
推
進
事
業
1
8年
度
募
集
ほ
か

講
師
=
名
和
田
是
彦
氏
(
法
政
大
学

教
授
)
/
堀
池
喜
一
郎
氏
(
N
P
o

シ
ニ
ア
s
o
H
o
三
鷹
顧
問
)

定

員
=
1
0
0
人
(
先
着
順
)

N
P
O

講

座

の
申

し
込
み

方
法

な
ど

申

込
=

電
話

・
フ

ァ

ク
ス

・
E

メ
ー

ル

で
、
住

所

、
氏
名

、
電

話
番

号

、

希

望
す

る
講
座

名

を
連
絡

申

・
問

先
=
N
P
O

活

動
支

援

セ
ン

タ

ー

※
開
館

は
火
～

土

曜
日

、
午
前
9

時

～
午

後
8

時
g
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　
　

胆
(
3
8
4
0
)
2
3
3
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o
n
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の

整
備
方
針
(
案
)
へ
の

意
見
・
提
言
募
集

昨
年
7

月

に
中

間

ま
と

め

の
公

表

を

し

た

際

に

頂

い

た

意

見

を

参

考

に

、
優
先
的

に
整

備

す
る
公

園

・
緑

地
の

選
定

と
事
業

化
計

画

の
考
え

方

な
ど

を
提

案
し

ま
し

た

。
そ

の
内

容

に

つ
い
て

の
意
見

・
提

言
を

募
集

し

ま
す

。
く

わ
し
く

は

、
都

・
都
市

整

備

局

の
ホ

ー

ム
ペ

ー
ジ
な
ど

を

ご
覧

く

だ

さ

い

。

申

込
U

郵

便

・
フ

ァ

ク
ス

・
E

メ

ー
ル

ー
ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ

で
意
見

・
提

言
を

連

絡

期

限
U
1

月
3
1
日

申

・
問

先
=

都

。
都
市

整

備

局
公

園
緑

地
計

画
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l
)
h
t
t
p
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.
t
o
s
h
i
s
e
i
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.

m
e
t
r
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t
o
k
y
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j
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e
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区

・
公

園
事

業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
9

新成人・20歳代の投票
立会人を募集

投票立会人を体験してみません
か。足立区選挙管理委員会では、新
成人や20歳代の投票立会人を募集し
ています。投票立会人は、投票日当
日、投票が公正確実に行われている
かどうかを有権者自身で見守る重要
な仕事です。申し込んだ方を登録
し、立会人に決まった方には選挙の
日程が決まりしだい調整、連絡しま
す。 申込= 電話・ファクス・E メ
- ルで、住所、氏名、
生年月日、電話番号
を連絡 申・問先=
選挙管理委員会

03880 ―5581　
胆3880- 5661

Hsenkyo@ci t y. adachi・t okyo. j p

補助261号線が一部開通
しました( 内匠橋付近)
補助261 号線の南花畑三丁 目か ら

神明二丁目区間が12 月23日に開通し
ました( 図3) 。 問先= 都・第六建
設事務所a3882- 4084
区・上木部副参事( 調整)

H3880- 5160

図3　 補助261号線開通区間( 簡略図)

※ 内匠橋は、首都高速道路の下を通ります

東京芸術センター会議室・和室の利用受け付けが始まりました

4 月に、 千住一丁 目の旧区役所 跡地 に開設 する「東京芸術 センター」 には、区民
の皆 さんが利用で きる会議室5 室と、18 畳の和室があ ります。
今月から、この会議室と和室の利用申し込みの受け付けを始めました。すでに仮

受け付けが始まっているホール(天空劇場)と共に、ぜひご利用ください。対象=
区内在住・在勤・在学の方および区内事業者費用=表1申込=詳細を電話でご
相談ください※ 申し込みは、利用囗の3ヵ月前1囗から可能。くわしくは㈲東京
芸術センターのホームページをご覧ください申先=㈲東京芸術センター(新宿区
西新宿3- 20- 2東京オペラシティ) ※ 土・日・祝日を除く、午前10時～午後6時
受け付け 問先= ㈲東京 芸術 センターQ5354- 4388　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

狸ht t p: / / homepage2. r i i f t y. com/ ac 一t okyo/
区 ・中小企業支援課新産業振興 センター開設準備S3880- 5111 代

表1　 東京芸術センター区民利用料金表
□ ホール利用料金

□ 会議室・和室利用料金

※ 1 時間あたりの料金。利用時間帯は、午前9 時から午後10時まで
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く
ら
し
の
情
報

★
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電話番号がない記事については

区役所代表へ 　3880- 5111

区・ホームページアドレスは

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/
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1
8年
度
区
立
小
・
中
学
校

新
入
学
生
の
指
定
校
変
更
を

受
け
付
け
ま
す

区
立
小
・
中
学
校
の
入
学
手
続
き

に
必
要
な
就
学
通
知
書
を
、
1
月
中

旬
か
ら
保
護
者
に
送
付
し
ま
す
。
就

学
通
知
書
で
指
定
さ
れ
た
小
・
中
学

校
と
違
う
学
校
に
変
更
を
希
望
す
る

方
は
、
指
定
校
変
更
の
手
続
き
を
3

月
1
5日
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
就
学
通
知
書
を
就
学
係
へ
持
参

の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
指
定

校
と
し
て
変
更
が
で
き
な
い
学
校

(☆
印
の
学
校
は
、
3
月
1
日
現
在

の
状
況
で
、
指
定
校
変
更
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
3
月
1
日
以
降
に

就
学
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
)
H
▽
小
学
校
・
:梅
島
/
千
寿
本

町
/
東
加
平
/
興
本
(
☆
)
/

北
三

谷
(
☆
)
/

保
木
間
(
☆
)

▽
中

学
校
…
第
四
/
第
十
一
/
第
十
二
/

第
十
四
/
蒲
原
/
千
寿
桜
堤
/
東
綾

瀬
/
六
月
/
第
九
(
☆
)
/
西
新
井

(☆
)

申
・
問
先
n
就
学
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

就
学
援
助
制
度

就
学
援
助
と
は
、
経
済
的
な
理
由

で
、
学
校
給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど

の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
対
し
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度

で
す
。
世
帯
の
住
民
税
総
所
得
金
額

で
審
査
を
す
る
の
で
、
住
民
税
の
申

告
を
し
て
い
な
い
方
は
審
査
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
告
が
遅
れ
る
と
4

月
分
か
ら
の
支
給
審
査
が
で
き

ず
、
援
助
費
が
減
額
さ
れ
る
ほ
か
、

学
校
給
食
費
や
修
学
旅
行
費
な
ど
は

全
額
自
己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

所
得
が
な
い
方
(
被
扶
養
者
は
除

く
)
も
、
必
ず
所
得
が
な
い
旨
の
税

の
申
告
(
住
民
税
の
申
告
)
を
3
月
1
5

日
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
の
申
請
受
け
付
け
は
4

月
か
ら
で
す

問
先
=
学
務
課
助
成

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資
の

あ
っ
せ
ん
(
一
般
入
学
対
象
)

対
象
=
私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校

ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る

私
立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予

定
者
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
区

内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
の

滞
納
が
な
い

※
ほ
か
に
も
所
得
条

件
な
ど
、
い
く
っ
か
要
件
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
取
扱
金
融
機
関
の
貸
し

付
け
基
準
に
よ
り
、
融
資
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

内

容
=
入
学
金
・
制
服
代
ほ
か

融
資

金
額
=
1
0万
～
5
0万
円

期
限
=
2

月
2
8日

※
入
学
金
支
払
い
後
は
申

し
込
み
で
き
ま
せ
ん

申
・
問
先
H

学
務
課
助
成
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
者
は
、
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方
が
1
月
1
日
現
在

居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
長
あ
て

に
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
報
告

書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
I
1

月
3
1日

問
先
=
特
別
徴
収
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
2

誕
生
・
新
築
記
念
樹
苗
木

配
付
が
終
了
し
ま
す

今
回
の
配
付
を
も
っ
て
、
誕
生
・

新
築
記
念
樹
の
苗
木
配
付
は
す
べ
て

終
了
し
ま
す
。
申
し
込
み
期
限
を
過

ぎ
る
と
配
付
で
き
ま
せ
ん
。
配
付

予
定
日
=
3
月
5
日
脚

対
象
=
申

込
(
ガ
キ
を
お
持
ち
の
未
申
請
者

期
限
=
2
月
1
0日
必
着

※
配
付
場

所
な
ど
く
わ
し
く
は
、
後
日
通
知

申
・
問
先
=
公
園
管
理
課
利
用
促
進

係

啻
(
3
8
3
8
)
8
1
2
7

自
転
車
の
放
置
は
ま
ち
の
迷
惑

年
の
初
め
は
出
掛
け
る
機
会
が
増

え
、
自
転
車
の
放
置
も
多
く
な
り
が

ち
で
す
。
道
路
は
自
転
車
置
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
少
し
の
間
だ
け
」

「
私
ひ
と
り
ぐ
ら
い
な
ら
」
と
い
う

よ
う
な
マ
ナ
ー
違
反
が
、
ま
ち
の
迷

惑
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
転
車
は
、

自
転
車
駐
車
場
な
ど
、
必
ず
決
め
ら

れ
た
場
所
に
停
め
て
く
だ
さ
い
。

放
置
自
転
車
を
な
く
す
に
は
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
を
守
る

心
掛
け
が
大
切
で
す
。
モ
ラ
ル
あ
る

行
動
で
、
安
全
で
歩
き
や
す
い
道
路

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
問
先
=
自
転

車
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

放
置
自
転
車
は
、
通
行
の
妨
げ
に
な
り

ま
す

都
市
計
画
の
告
示

・
綾
瀬
七
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決

定
、
五
兵
衛
住
宅
-
団
地
の
住
宅
施

設
の
変
更

区
域
=
綾
瀬
七
丁
目
地
内

告
示
日
=
1

月
1
0日

問
先
=
都
市
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

上
総
湊
健
康
学
園
用
地
(
建
物

付
き
)
の
一
般
競
争
入
札

入
札
期
間
=
2
月
1
3
日
～
1
7
日
開

札
日
時
=
2
月
2
3
日
困
、午
前
1
0時

物
件
の
場
所
=
千
葉
県
富
津
市
湊
7
7
3

ほ
か

地
積
H
9
千
3
3
1
・
4
9
㎡

最
低

売
却
価
格
n
7
千
6
4
3万円
(
税
込
)

申
・
問
先
=
財
産
活
用
課
財
産
活
用
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
2

催
し
物
ガ
イ
ド

★

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

第
4
9回
足
立
区
民
芸
能
大
会

日
時
=
3
月
1
1一日
圉
、
午
前
1
0時
～

午
後
6
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
―
観
光
交
流
協
会
会
員

と
そ
の
家
族

※
過
去
3
年
間
の
大

会
最
優
秀
賞
者
、
優
秀
賞
者
お
よ
び

第
4
8回
大
会
優
良
賞
者
を
除
く
。
団

体
で
の
参
加
は
I
団
体
1
0人
以
内

募
集
種
目
等
=

▽
歌
の
部
(
歌
謡

曲
・
民
謡
ほ
か
)
・
:
6
0組

▽
踊
り

の
部
…
3
0組

※
I
人
I
種
目
に
限

る

費
用
=
▽
会
員
・
:千
円

▽
会

員
家
族
…
千
5
0
0円

※
団
体
は
、
3

人
以
上
6
人
ま
で
5
千
円
、
7
人
以

上
7
千
円

申
込
―
申
込
書
に
8
0円

切
手
を
添
え
、
観
光
交
流
協
会
へ
持

参
ま
た
は
郵
送

※
申
込
書
は
観
光

交
流
協
会

、
区
民
事
務
所
で
配
付

期
限
=
1
月
1
6日
必
着

※
1
月
2
4

日
に
抽
選

申
・
問
先
=
観
光
交
流

協
会
(
観
光
交
流
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I
　
　
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

講
演
会
「
芭
蕉
を
学
ぼ
う
」

日
時
=
2
月
4
日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ
ア

内
容
=

足
立
区
と
の
ゆ
か
り
が
深
い
松
尾
芭

蕉
に
つ
い
て
の
講
演
会

講
師
U
安

藤
義
雄
氏
(
足
立
史
談
会
会
長
)

定
員
=
2
0
0人
(
当
日
先
着
順
)

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
あ

し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会

事
務
局
(
地
域
活
動
支
援
係
内
)
　
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

空
撮
映
像
で
見
る
昭
和
の
足
立

日
時
等
=
1

月
2
1日
倒

▽
午
前
1
0

時
・
:舎
人
・
伊
興
周
辺

▽
午
後
2

時
…
江
北
・
鹿
浜
周
辺

内
容
=
高

度
成
長
期
の
懐
か
し
い
区
内
の
様
子

を
と
ら
え
た
空
撮
映
像
上
映
会
(
4

回
目
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

郷
土
博
物
館
の
新
収
蔵
資
料
展

日
程
=
1

月
1
5日
～
2
月
2
6日
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時

※
月
曜
休
館

内
容
―
江
戸
時
代
前
期
の
絵
図
や
、

南
北
千
住
見
聞
実
記
(
大
正
時
代
の

千
住
の
歴
史
書
)
、
下
山
事
件
関
係

の
文
献
な
ど
、
新
た
に
博
物
館
が
収

蔵
し
た
資
料
の
観
覧

費
用
=
▽
高

校
生
以
上
…
2
0
0円

▽
団
体
(
2
0人

以
上
)
・
:
㈲一
円

※
区
内
在
住
の
7
0

歳
以
上
は
無
料

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

18
年
度
団
員

募
集

対
象
=
区
内
在
住
・
在
学
で
、
1
8年
4

月
に
新
し
く
小
学
4
・
5
年
生
に

な
る
、
音
楽
に
関
心
の
あ
る
児
童

定
員
=

▽
新
4
年
生
・
:
2
0人

▽
新
5

年
生
・
:若
干
名

※
い
ず
れ
も
抽

選

申
込
=
申
込
書
を
持
参
ま
た
は

郵
送

※
申
込
書
は
文
化
支
援
係
お

よ
び
区
内
小
学
校
、
生
涯
学
習
振
興

公
社
施
設
で
配
付
。
練
習
見
学
会
も

行
い
ま
す
(
島
根
小
学
校
)

期
限
=
2

月
1
8日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

文
化
支
援
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
月
1
3
日
面
、
午
後
O
時
2
5

分
～
1
時
場
所
―
区
役
所
I
階
口

ビ
ー

内
容
―
足
立
区
三
曲
協
会
に

よ
る
演
奏

曲
目
n
春
の
姿
/
春
の

海
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

区役所を休日開庁します
1 月 から 毎月 第4 日 曜日
( 12月は第3 日曜日) に区役
所本庁舎を一部開庁します。1
月 の休 日 開庁 日は22 日で

す。業務内容などは、あだち
広報17年12 月25日号をご覧く
ださい。 問 先= 区民 課調整
係03880 一5855

住
民
票
は
、
郵
送
で
も
土
曜
日

で
も
受
け
取
れ
ま
す

・
郵
送
で
受
け
取
る
方
法

申
込
=
必
要
事
項
を
記
入
し
た
「
住

民
票
写
し
等
交
付
申
請
書
」
(
郵
送

請
求
用
)
、手
数
料
(
1
通
4
0
0円

。
郵

便
局
の
定
額
小
為
替
)
、
返
信
先
(
住

民
登
録
地
)
を
明
記
し
た
返
信
用
封

筒
(
切
手
貼
付
)
を
送
付

※
区
が

受
け
付
け
後
、
受
け
取
り
ま
で
I
週

間
程
度
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請

書
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
本
人
・
同
一

世
帯
員
以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合

は
、
申
請
者
の
本
人
確
認
で
き
る
も

の
(
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

ど
)
や
委
任
状
な
ど
も
必
要
で
す

申
先
―
住
民
記
録
係

〒
1
2
0・8
5
1
2

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

・
土
曜
日
に
受
け
取
る
方
法

対
象
H
区
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
本

人
ま
た
は
同
一
世
帯
員

申
込
=
金

曜
の
午
後
4
時
ま
で
に
電
話
で
区
民

事
務
所
に
申
し
込
み

※
中
川
・
伊

興
・
江
南
区
民
事
務
所
を
除
く

必

要
な
も
の
I
印
鑑
、
手
数
料
(
1

通
3
0
0

円
)
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
(
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
)

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
住
民
記
録
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
2
4

1 月の休日納税・納付相談

日時=1月22日( 日) 、午前9時～午
後4 時 場所= 区役所 問先=
納税相談係S3880 ―5236
納税課徴収推進係H3880- 5237
こくほ年金課納付相談係

S3880 ―5243
介護保険課収納管理係

83880 一5744

区政情報室資料コーナー
の利用一時休止
所蔵資料の点検・整理のため、

次の期間は休業します。この
間、資料の閲覧・貸し出し・予
約はできません。情報の開示請
求、有償刊行物の販売は通常通
り行います。期間=1月23日～
27日 問先= 区政情報係

S3880 ―5830

ウォームビズで地球温暖化防止

区では、地球温暖化防止のため、
庁舎内は暖房時の室温を20℃に設定して
います。夏のクールビズによる二酸化炭
素の削減は、全国で約46万トンと発表され
ました。ウォームビズは、夏の約4 倍の効
果があると言われています。皆さんの家
庭や職場でもご協力をお願いします。 期
間=3 月21日まで 問先= 環境計画係

◎ おわびと訂正　17年12月25日号6 面の「戸籍謄本などの不正請求防止のために」の戸籍謄本・抄本、除籍謄本・抄本を請求できる方に誤りがありました。おわ
びして訂正します。【正】 ③…①の直系の尊属・卑属 《 戸籍住民課》
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「
春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
卜
」に

参
加
す
る
混
声合
唱
団
員
募
集

練
習
日
程
=
1
月
2
2
日
射
・
2
月
2

日
㈲
・
1
9
日
脚
・
2
5
日
出
・
3
月
3

日
面
・
H
日
出
・
1
9
日
㈲
・
3
0
日

用
・
4
月
1
日
出
・
8
日
出
(
全
1
0

回
)
、
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
後
7

時
～
9
時
※
練
習
場
所
は
区
役
所

庁
舎
ホ
ー
ル
ほ
か
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
4

月
9
日
(
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
)

対
象
=

区
民

演
奏
曲
目
=

組
曲

「
水
の
い
の
ち
」
よ
り
3
曲

指
導
=

小
泉
早
苗
氏
(
合
唱
団
コ
ー
ル

ー

ソ
フ
ィ
ア
指
揮
者
)

費
用
=
3

千

円

申
込
=
初
回
練
習
日
に
直
接
会

場
(
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
)
へ

問

先
=
文
化
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

あ
そ
び
の
広
場
へ
お
い
で
よ

日
時
=
1
月
2
1
日
出
、
午
後
1
時
～

4
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

こ
ど
も
科
学
館

対
象
H
中
学
生
以

下

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

内
容
=

お
正
月
遊
び
(
手
作
り
の
た
こ
作

り
・
カ
ル
タ
・
す
ご
ろ
く
ほ
か
)

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
青

少
年
事
業
係

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

星
空
観
望
会
「
土
星
を
見
よ
う
」

日
時
1
1
月
2
8日
出
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時

対
象
=
小
学
生
以
上

内
容
=
星
空
観
望

※
雨
天
・
曇
天

時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
「
星
の

お
話
」
の
み

定
員
=
5
0人
(
先
着

順
)

費
用
=

▽
大
人
・
:
2
5
0
円

▽

小
・
中
学
生
:
1
5
0円

※
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴

場
・
申
・
問
先
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学

館

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

あ
だ
ち
異
業
種
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
=
2
月
2
3
日
㈲
、
午
後
4
時
～

8
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
講
演
会
や
製
品
展
示
会
を
通

じ
て
、
新
た
な
製
品
、
技
術
の
創
出

を
め
ざ
し
ま
す

※
懇
親
会
あ
り

費
用
=
4
千
円

※
懇
親
会
に
参
加

し
な
い
場
合
は
千
円

申
込
=
工
業

係
に
申
込
用
紙
を
提
出

※
申
込
用

紙
は
事
務
局
で
配
付

申
・
問
先
=

あ
だ
ち
異
業
種
フ
ォ
ー
フ
ム
実
行
委

員
会
事
務
局
(
工
業
係
内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
9

女
性
セ
ミ
ナ
ー
「
内
か
ら
輝
く

健
康
講
座
」
(
3
日
制
)

日
程
等
=
表
1

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

定
員
H
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用
H
5
0
0円程

度
(
料
理
材
料
費
)

申
込
=
電
話

※
保
育
あ
り
。
6
ヵ
月
以
上
就
学
前

先
着
1
5人

場
・
申
・
問
先
=
男
女

参
画
プ
ラ
ザ

日
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表1　 内から輝く健康講座日程等
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
新
会
社
法
の

あ
ら
ま
し
と
改
正
ポ
イ
ン
ト
」

日
時
=
2
月
7
日
収
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

講

師
=
書
問
光
雄
氏
(
弁
護
士
)

定

員
=
6
0

人
(

先

着

順
)

申

込
I
(

ガ

キ

ー
フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー

ル

ま

た

は

窓

口

で

、

住

所

、

氏

名

、

電

話

番

号

を

連

絡

期

限
=
1

月
3
1

日

必

着

申

・

問

先
U

創

業

支

援

係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中

央

本

町
I
-
1
7
1
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
8
4
　
　
　

脇
(
3
8
8
0
)
5
6
0
3

図
k
i
g
y
o
-
s
h
i
e
n
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

講
演
会

「
定
期
借
地

権
に
よ
る
土
地
活
用
」

日
時
=
2
月
3
日
面
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
場
所
=
シ
ア
タ
ー
ー
0

1
0

・

講

義

室

対

象
=

土

地

の

有

効

利

用

を

考

え

て

い

る

方

内

容

―

定

期

借

地

権

・

ア

パ

ー

ト

経

営

な

ど

の

土

地

活

用

と

税

制
/

講

師

に

よ

る

質

疑

応

答

※

講

演

会

終

了

後

、

午

後
4

時
3
0

分

ま

で

個

別

相

談

可
(

希

望

制
)

講

師
=

飯

塚

美

幸

氏
(

税

理

士
)
/

竹

之

内

裕

氏
(

ミ

サ

ワ

ホ

ー

ム

株

販

売

促

進

部

法

人

営

業

担

当

マ

ネ

ー

ジ

ャ

古

定

員
-
4
0

人
　
(

先

着

順
)

申

込
=

電

話

・
E

メ

ー

ル

で

、

住

所

、
氏

名

、

電

話

番

号

、

個

別

相

談

希

望

の

場

合

は

「

個

別

相

談

希

望

」

を

連

絡

申

・

問

先
=

住

宅

課

計

画

推

進

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
7
3

図
j
u
u
t
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

あ
だ
ち
再
生
館
　
連
続

環
境
講
座
(
3
日
制
)

日
時
等
=
表
2

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
9
0
0円(
施
設

見
学
会
弁
当
代
)

申
込
H
(

ガ
キ

ま
た
は
電
話
で
、
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
、「
環

境
講
座
」
を
連
絡

期
限
H
1
月
1
7

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
あ
だ
ち

再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

表2　 連続環境講座日程等

※ いずれも土曜日

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
「
個
人
情

報
保
護
法
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」

日
時
=
2
月
1
6日
㈲
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0分

場
所
=
エ
ル
ーソ

フ
イ
ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
=
個
人
情
報

保
護
法
に
よ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
を
学

び
、
よ
り
賢
い
消

費
者
に
な
る
た
め

の
知
識
を
身
に
付

け
ま
す

講
師
=

紀
藤
正
樹
氏
(
弁

護
士
)

定
員
=
7
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

申
・
問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

紀
藤
正
樹
氏

公
開
講
座
「
〝も
っ
た
い

な
い
〟
を
楽
し
む
生
活
」

日
時
=
2
月
1
日
㈲
、
午
後
1
時
～
3

時

内
容
n
消
費
生
活
問
題
調
査

研
究
グ
ル
ー
プ
の
公
開
講
座

講
師
=

小
泉
和
子
氏
(
昭
和
の
く
ら
し
博

物
館
館
長
)

・
グ
ル
ー
プ
の
研
究
発
表
会

日
時
=
2
月
1
日
㈲
、
午
後
3
時
1
0

分
～
4
時
3
0分

※
発
表
内
容
は
、
1

月
2
6日
か
ら
区
役
所
I
階
区
民
口

ビ
ー
で
も
展
示

-

い
ず
れ
も
I

場
所
=
区
役
所

定
員
-
1
0
0人(
先

着
順
)

申
込
U
電
話

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

消
費
者
講
座
　
～
落
語
&
講
演
会

～
「
消
費
者
金
融
の
落
し
穴
」

日
時
=
2
月
1
4日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

～
3
時
3
0分

場
所
=
エ
ル
ーソ
フ

ィ
ア

対
象
U
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

内
容
=
「
欲
し
い
も

の
」
と
「
必
要
な
も
の
」
の
違
い
を

見
極
め
、
収
入
を
自
己
管
理
で
き
る

知
識
を
身
に
付
け
ま
す

講
師
=
浜

遊
亭
美
波
氏
(
元
消
費
生
活
相
談

員
)
/
平
賀
初
恵
氏
(
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ヤ
ル
プ
ラ
ン
ナ
古

定
員
=
7
0

人
(
先
着
順
)

申
込
U
電
話
ま
た

は
窓
口

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

～
守
ろ
う
　
消
費
者
の
く
ら
し
～

法
規
制
で
破
産
が
目
立
つ

外
国
為
替
証
拠
金
取
引

「
『
外
貨
預
金
の
よ
う
な
も
の
』
と

勧
め
ら
れ
、
外
国
為
替
証
拠
金
の
取

り
引
き
を
し
た
。
す
で
に
老
後
の
資

金
1
千
万
円
を
支
払
っ
た
が
、
業
者

が
破
産
の
申
し
立
て
を
し
た
と
通
知

が
届
い
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

昨
年
秋
か
ら
こ
の
よ
う
な
相
談
が

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
入
る
よ
う
に
な

り
、
高
額
の
被
害
相
談
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー
が
1
7年
1
0月
に
行
っ
た
「
高
齢

者
相
談
1
1
0番
」
の
集
計
で
も
、
相
談

内
容
の
第
1
位
は
外
国
為
替
証
拠
金

取
引
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
と
は
、
一

定
の
証
拠
金
(
保
証
金
)
を
支
払
い
、

ド
ル
や
ユ
ー
ロ
な
ど
海
外
の
通
貨
と

円
の
売
買
に
よ
る
為
替
差
益
な
ど
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
日
本
に

は
、
昨
年
ま
で
こ
の
取
り
引
き
に
関

す
る
市
場
は
な
く
、
海
外
市
場
の
み

の
取
り
引
き
だ
っ
た
上
、
業
者
に
対

す
る
規
制
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

契
約
を
し
た
消
費
者
は
こ
の
契
約

の
仕
組
み
や
危
険
性
を
ま
っ
た
く
知

ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
多
く

の
被
害
が
発
生
し
、
裁
判
に
な
る
ケ

ー
ス
も
増
え
ま
し
た
。

1
6年
に
こ
の
取
り
引
き
が
金
融
先

物
取
引
法
な
ど
の
対
象
と
な
り
、
1
7

年
7
月
か
ら
は
国
内
市
場
に
も
上
場

さ
れ
、
厳
し
い
規
制
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
1
7年
1
2月
末
ま
で
の

猶
予
期
間
が
定
め
ら
れ
た
た
め
、
法

律
に
対
応
で
き
な
い
業
者
は
行
方
を

く
ら
ま
し
た
り
、
破
産
手
続
き
を
取

っ
た
り
し
た
わ
け
で
す
。

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
は
、
登
録

金
融
機
関
な
ど
し
か
営
業
で
き
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
危
険
性
は

高
く
、
高
度
な
知
識
や
情
報
を
必
要

と
す
る
取
り
引
き
で
あ
る
こ
と
に
は

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た

め
、
相
手
の
話
が
都
合
良
す
ぎ
る
場

合
や
、
自
分
が
理
解
で
き
な
い
契
約

は
結
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

ひ
ろ
ば

=
会
員
募
集
=

寸
心
道
会
(
日
本
拳
法
)
毎
週
月
・

水
・
土
曜
日
/
花
畑
地
域
学
習
・
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
幼
児

～
成
人
/
入
会
金
2
千
5
0
0
円
、
月
額

2
千
5
0
0
円
～
3
千
5
0
0
円
/
大
井

啻
0
7
0
(
5
5
7
3
)
1
3
3
1

☆
足
立
西
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

荒
川
土
手
河
川
敷
/
区
内
在
住
・
在

勤
の
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
/

入
会
金
2
万
円
、
年
会
費
3
万
円
/

桐
生

啻
(
3
8
9
0
)
3
0
6
6

=
催
し
物
=

☆
城
北
幼
稚
園
仲
良
し
広
場
(
園
の

開
放
)

毎
週
火
曜
日
、
午
後
1
時

～
2
時
3
0分
/
城
北
幼
稚
園
(
足
立
4
-
1
7
-
I
)
/

幼
児
/
山
田

啻
(
3
8
8
9
)
3
1
-
5
5

掲

示

板

・
賺
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
常

勤
・
非
常
勤
職
員
の
募
集

対
象
=
▽
常
勤
…
昭
和
3
1年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

▽
非
常
勤

…
昭
和
2
6年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

※
い
ず
れ
も
介
護
支
援
専

門
員
の
有
資
格
者

勤
務
内
容
=
社

会
福
祉
協
議
会
業
務

勤
務
条
件
=

▽
常
勤
…
週
4
0時
間
勤
務

▽
非
常

勤
…
週
3
0時
間
勤
務

※
有
給
休

暇
、
社
会
保
険
あ
り

報
酬
=
足
立

区
社
会
福
祉
協
議
会
規
定
に
よ
る

募
集
人
数
=
若
干
名

選
考
=
筆
記

お
よ
び
面
接

採
用
予
定
日
H
4
月
1

日

申
込
―
履
歴
書
な
ど
を
窓
口

に
持
参

期
限
=
1
月
2
5日

申
・

問
先
―
㈲
足
立
区
社
会
福
祉
協
議

会
総
務
課啻

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

・
成
年
後
見
制
度
・
相
続
・
遺
言
無

料
相
談
会

日
時
=
2
月
3
日
吻
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時

内
容
=
成
年
後
見
制
度

の
利
用
や
相
続
、
遺
言
な
ど
に
、
弁

護
士
が
応
じ
る
相
談
会

定
員
=
1
2

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
(
土
・

日
曜
日
を
除
く
)

場
・
申
・
問
先
H

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち

啻
(
5
8
1
3
)
3
5
5
1

『情報キャッチ! !
好きです。あだち』

番組案内
ひかっち

今回の番組( 1/ 9～15) は、

「タイムカプセルあだち～千住編～」

1 日2 回放送( 午後O時30 分、午後6 時)

昭和44・45年当時の区内の様子を
空撮映像でお届けする人気シリーズ
「タイムカプセルあだち」。
今回の番組は、今年、あだち産業

芸術プラザのオープンや東京藝術大
学千住キャンパスの開校を控え、大
きく変ぼうを遂げ続けている『千住』
を紹介します。35年前の千住にはど
んな景色が広がっていたのでしょう
か? お見逃しなく! ! 《広報係》

あだち広報　有料広告掲載主募集中。くわしくは広報係へ 　3880- 5815
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2006 年新た な「区の顔」
今年も区は、皆さんにより良いサービスを提供し、区政の発展のために、力を注いでいきます。

ここでは、今年開設などを予定している主なことを紹介します。新しい「区の顔」にどうぞご期

待ください。

問先= 広報係
3880- 5815

東京藝術大学
( 9 月開 学予 定)

旧千寿小学校をスーパーリフォーム
し、東京藝術大学の一部学科と、大学院
が開学されます。足立区初の4 年制大学
として、文化・教育の拠点になります。

完 成 予想図

あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ

(
4
月
オ
ー
プ
ン
予
定
)

旧
本
庁
舎
跡
地
に
で
き
る
「
あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
」は
、「
東
京
芸

術
セ
ン
タ
ー
」
と
「
あ
だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー
」
の
総
称
名
(
愛
称
)
で
す
。 完成 予 想図 千

住
汐
入
大
橋

(
2
月
1
9
日

開
通
)

千
住
曙
町
か
ら
、
荒
川
区
南
千
住
間
に
か
か

る
、
全
長
1
6
5
m・幅
2
0
mの
橋
で
す
。
文
字
通

り
、
両
千
住
間
の
「
か
け
橋
」
と
な
り
ま
す
。建設が進む千住汐入大橋

小中一貫校「興本扇学園」誕生
( 4 月開 設 予定)

「小中一貫教育による人
間力育成特区」として、区
が構造改革特別区域計画に
認定されました。そして、
今年いよいよ興本小学校と
扇中学校が小中一貫教育の
場としてスタートします。

小
泉
首
相
か
ら
特
区
認
定

証
を
受
け
取
る
鈴
木
区
長

なじみの「顔」も健在!　 あだちの3 大イベント
光
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典
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1
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)
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あ
だ
ち
区
民
ま
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花
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大
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あ
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竹
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道
高
架
化
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求
め
る

要
望
書
を
国
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交
通
省
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出

竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架
化
の
早

期
実
現
を
求
め
、
昨
年
‥‥一
月
3
0日
の

東
京
都
へ
の
要
請
に
続
き
、
1
2月
2
0

日
に
鈴
木
区
長
を
含
む
「
竹
ノ
塚
駅

付
近
鉄
道
高
架
化
促
進
連
絡
協
議

会
」
の
役
員
8
人
が
、
国
土
交
通
省

を
訪
れ
、
北
側
一
雄
国
土
交
通
大
臣

に
鉄
道
高
架
化
の
早
期
実
現
に
向

け
た
支
援
を
要
請
し
、
要
望
書
を

手
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し
ま
し
た
。

鈴
木
区
長
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、
2
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6
千
人
を

越
え
る
署
名
が
集
ま
っ
た
こ
と
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え
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連
続
立
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交
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事
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採
択
要
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拡
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度
連
続
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体
交
差
事
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調
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採
択
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要
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な
お
同
日
、
1
8年
度
の
財
務
省

原
案
に
、
連
続
立
体
交
差
事
業
採

択
要
件
の
拡
充
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。区

は
引
き
続
き
、
高
架
化
の
早
期

実
現
を
め
ざ
し
て
、
粘
り
強
く
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。
問
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市
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備
部
立
体
化

啻
(
3
8
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0
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4

▲ 北側国土交通大臣に、要望書
を手渡す鈴木区長

小
坂
文
部
科
学
大
臣
が

お
お
や
た
幼
保
園
を
視
察

今
日
、
人
間
力
を
形
成
す
る
上
で

乳
幼
児
期
の
保
育
・
教
育
が
大
変
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
1
2月
1
9日
、
小
坂
憲
次
文
部

科
学
大
臣
が
、
幼
保
一
体
化
施
設
な

ど
の
視
察
の
た
め
、
お
お
や
た
幼
保

園
(
大
谷
田
2
-
I
-
9
)

を
訪
れ

ま
し
た
。

1
6
年
4
月
に
「
大
谷
田
幼
稚
園
」

を
改
築
し
て
で
き
た
「
お
お
や
た
幼

保
園
」
は
、
1
～
3
歳
児
を
保
育
す

る
保
育
園
と
、
4
・
5
歳
児
を
教
育

す
る
幼
稚
園
を
、
足
立
区
の
条
例
で

幼
保
一
体
化
施
設
と
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置
付
け
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設
し
た
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で
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。
全
国
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も
ま
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数
少
な
い
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一
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化
施
設
は
、
各

自
治
体
な
ど
が
視
察
に
訪
れ
る
な

ど
、
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目
を
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い
ま
す
。

視
察
し
た
お
お
や
た
幼
保
園
で
小

坂
大
臣
は
、
各
保
育
室
を
訪
れ
て
、

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に
声
を
掛

け
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

園
児
に
優
し
く
話
し
掛
け
る
小

坂
文
部
科
学
大
臣

古紙配合率100% 再生紙を使用しています K. I　293, 800


